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【緒 言】被験者が感覚刺激 を受けて,そ れを意

識 した らで きるだけ速 く随意的に反応動作を起 こ

す時,刺 激から反応 までの時間 を反応時間(RT)

という。本研究では,こ のRT測 定が顎機能検査

の指標 として利用す ることを目的に,指 屈曲RT

との比較か ら,開 口RTお よび 「カ」発語時の発

語RTと 被験者の集中力との関係を脳波の事象関

連電位である随伴陰性変動(CNV)を 利用 して解

析 した。

【方 法】顎口腔および手指に特記すべき既往歴

がなく,本 実験の意義を十分に理解 して協力を得

ることができた健常成人20名 を被験者 とした。反

応 を誘発 させ るためにLED光 源 による光刺激 を

用いた。開口運動 と指屈曲運動の記録にはポ ジ

ションセンサを利用 した。心理学実験用の刺激呈

示プログラムを利用 し,反 応動作前後の脳波を同

時記録 した。

【結果 と考察】1)開 口RTが 指屈曲RTよ りも

長 く,開 口CNVの 大 きさが指屈曲CNVよ りも

小 さかった。2)指 屈曲RTと 開口RTの 差が大

きい被験 者 ほ ど,指 屈 曲CNVに 対 す る 開口

CNVの 減少率が大 きかった。3)発 語RTが 開

口RTよ り短縮 した半数の被験者では,発 語によ

るCNVの 増大が著 しく,延 長 した残 り半数では

CNV増 大が僅かであった。4)試 行前半 と後半

との比較で は,開 口だけがRTの 有意 な短縮 と

CNVの 有意な増大が認められた。

CNVは 集中や期待に関連 し,刺 激が提示 され

たら何 らかの行動 をする課題 を与えた場合,刺 激

がくるのを待つ間に発現する事象関連電位で,集

中度が高いほど脳波が大きく振れることから,本

研究結果で,運 動経路から想定 されるよりも開口

RTが 遅 くなった一つの理由として,顎 運動が指

運動に比べ刺激や合図に対 して俊敏に反応 しよう

とす る日常的な経験が不足 していることが推察 さ

れた。 さらに,開 口RTが 被験者の集中力や習熟

度に密接 に関連 し,試 行の過程で短縮 し安定化す

ることから,RT測 定が継時的な顎機能検査の指

標となりうることが示唆 された。


